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二
年
間
ミ
ス
ゼ
ロ
の
ピ
ッ
カ
ー

昨
年
十
二
月
、
物
流
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、

カ
サ
イ
経
営
主
催
の
「
河
西
賞
（
物
流
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
賞
）」
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。
同
賞
の

対
象
と
な
る
の
は
、
会
社
や
経
営
者
で
は
な
く
、
現

場
で
働
く
物
流
マ
ン
た
ち
だ
。
今
回
は
ハ
ウ
ス
物
流

サ
ー
ビ
ス
の
社
員
一
同
と
、
カ
ル
ビ
ー
の
物
流
子
会

社
、
ス
ナ
ッ
ク
フ
ー
ド
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｓ
）
の

従
業
員
四
人
（
豊
泉
和
寿
氏
、
小
野
塚
竜
也
氏
、
植

木
栄
氏
、
久
保
寺
誠
寿
氏
）
が
同
時
受
賞
し
た
。

Ｓ
Ｆ
Ｓ
の
四
人
の
受
賞
事
由
は
、
長
期
間
に
わ
た

り
「
ミ
ス
ゼ
ロ
」
を
達
成
し
た
こ
と
。
作
業
ミ
ス
の

低
減
を
目
的
に
Ｓ
Ｆ
Ｓ
が
九
四
年
に
開
始
し
た
品
質

改
善
活
動
「
ゼ
ロ
イ
チ
活
動
」
で
、
豊
泉
氏
は
二
年
、

他
の
三
人
は
一
年
以
上
、
ミ
ス
を
し
な
か
っ
た
。「
こ

れ
は
凄
い
こ
と
で
す
よ
。
彼
ら
に
限
ら
ず
Ｓ
Ｆ
Ｓ
の

物
流
品
質
の
高
さ
に
は
全
く
驚
か
さ
れ
た
」
と
同
賞

の
主
催
者
で
あ
る
河
西
氏
は
評
価
す
る
。

と
い
っ
て
も
、
ミ
ス
を
な
く
す
た
め
の
特
別
な
手

法
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
基
本
作
業
を
忠
実
に

守
り
、
二
重
チ
ェ
ッ
ク
を
と
に
か
く
徹
底
し
た
」
と

受
賞
者
の
一
人
、
豊
泉
氏
は
説
明
す
る
。
同
社
の
高

い
作
業
品
質
は
、
地
道
な
改
善
活
動
に
よ
っ
て
積
み

上
げ
て
き
た
成
果
な
の
だ
。
実
際
、「
ゼ
ロ
イ
チ
活

動
」
の
結
果
、
六
年
強
で
当
初
の
目
標
を
達
成
、
ミ

ス
率
は
一
七
分
の
一
に
減
少
し
た
。

Ｓ
Ｆ
Ｓ
の
設
立
は
一
九
九
〇
年
。
派
遣
社
員
や

パ
ー
ト
を
含
め
、
現
在
の
従
業
員
は
総
勢
一
一
八
人

い
る
。
同
社
の
平
成
十
二
年
度
の
売
上
高
は
、
前
年

頭を下げる必要のない物流業目指し
現場の改善を重ねミス率を1／17に

スナックフード・サービスは菓子メーカ
ー大手カルビーの物流子会社だ。これまで
同社は７年余りにわたって「ゼロイチ活動」
と呼ぶ地道な現場改善を進めてきた。その
結果、ミス率は1／17に低減。顧客に頭を下
げることの多い日々から解放された。

スナックフード・サービス
――物流子会社



親
会
社
の
カ
ル
ビ
ー
は
現
在
、
全
国
に
八
つ
の
独

立
し
た
地
域
事
業
部
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
Ｓ

Ｆ
Ｓ
は
東
北
、
関
東
の
物
流
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｆ
Ｓ
の
中
核
拠
点
で
あ
る
宇
都
宮
Ｄ
Ｃ
の
取
扱
量

は
、
入
庫
ケ
ー
ス
数
一
日
当
た
り
九
万
ケ
ー
ス
、
出

庫
ケ
ー
ス
数
同
八
万
ケ
ー
ス
。
最
大
保
管
量
は
三
五

万
ケ
ー
ス
で
、
一
三
〇
〜
一
四
〇
の
ア
イ
テ
ム
を
扱

っ
て
い
る
。

同
社
の
「
ゼ
ロ
イ
チ
活
動
」
と
は
、
ス
タ
ッ
フ
全

員
参
加
に
よ
る
製
造
業
の
た
め
の
生
産
保
全
手
法

「
Ｔ
Ｐ
Ｍ
（T

otal
P
roductive

M
aintenance

）」

を
、
物
流
に
適
用
し
た
独
自
の
品
質
改
善
活
動
だ
。

「
ミ
ス
ゼ
ロ
」
の
達
成
を
目
標
に
、
各
作
業
者
が
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
作
業
の
や
り
方
を
見
直
し
、
ミ
ス
の

発
生
し
な
い
仕
組
み
と
手
順
を
作
る
。
そ
の
目
標
と

し
て
の
ミ
ス
率
を
〇
・
一
％
に
置
い
た
こ
と
か
ら

「
ゼ
ロ
イ
チ
活
動
」
と
命
名
さ
れ
た
。

永
島
社
長
は
「
活
動
以
前
の
当
社
の
品
質
は
正
直

言
っ
て
悪
か
っ
た
。
活
動
ス
タ
ー
ト
時
に
測
定
し
た

ミ
ス
率
は
一
・
六
七
％
。
一
〇
〇
件
の
納
品
に
対
し

て
一
・
六
七
件
の
ク
レ
ー
ム
が
出
る
計
算
だ
。
ミ
ス

が
多
い
こ
と
は
う
す
う
す
気
づ
い
て
い
た
が
、
こ
れ

で
は
信
用
を
無
く
す
と
危
機
感
を
も
っ
た
」
と
当
時

を
振
り
返
る
。

ミ
ス
が
発
生
す
れ
ば
、
本
来
は
不
要
な
コ
ス
ト
が

発
生
す
る
だ
け
で
な
く
、
荷
主
や
顧
客
に
頭
を
下
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
、
現
場
の
志
気
に
影
響

す
る
。「
頭
を
下
げ
な
く
て
い
い
仕
事
に
し
た
い
」

（
永
島
社
長
）
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
。
最
大
顧

客
で
あ
る
カ
ル
ビ
ー
か
ら
は
鮮
度
の
良
い
商
品
の
供
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比
一
〇
五
・
一
％
の
三
七
億
九
七
〇
〇
万
円
。
過

去
五
年
間
の
業
績
は
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

Ｓ
Ｆ
Ｓ
の
外
販
比
率
は
、
昨
年
十
一
月
の
時
点

で
全
体
の
一
割
強
だ
と
い
う
。
こ
こ
数
年
、
品
質
の

向
上
と
足
並
み
を
揃
え
る
形
で
増
加
し
て
い
る
。「
今

年
は
も
う
一
社
、
新
し
い
案
件
も
と
れ
そ
う
だ
」
と

永
島
悟
社
長
は
、
会
社
の
新
し
い
柱
と
し
て
外
販
を

捉
え
て
い
る
。

給
、
適
時
適
量
納
品
（
欠
品
ゼ
ロ
）、
そ
し
て
ロ
ー

コ
ス
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
課
題
を
要
請
さ
れ

続
け
て
い
た
。
ま
た
Ｓ
Ｆ
Ｓ
と
し
て
親
会
社
以
外
の

荷
主
を
開
拓
し
た
い
と
も
考
え
て
い
た
。

物
流
版
Ｔ
Ｐ
Ｍ
を
開
発

そ
こ
で
、
ミ
ス
を
減
ら
す
た
め
の
手
法
と
し
て

「
Ｔ
Ｐ
Ｍ
」
に
目
を
つ
け
た
。
活
動
を
始
め
る
に
あ

た
っ
て
最
初
に
現
状
の
ミ
ス
率
を
測
定
し
た
。
算
出

法
は
、
誤
納
・
遅
配
・
接
客
不
良
・
破
損
雨
濡
・

日
付
逆
転
の
総
件
数
を
、
受
注
件
数
で
割
り
一
〇
〇

倍
す
る
と
い
う
も
の
。
誤
納
は
出
庫
し
た
時
点
で
ピ

ッ
キ
ン
グ
リ
ス
ト
（
指
示
書
）
の
内
容
と
異
な
っ
た

場
合
を
「
１
ミ
ス
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
な
ど
、

ミ
ス
の
カ
ウ
ン
ト
方
法
も
詳
し
く
定
義
付
け
た
。

実
際
の
活
動
は
協
力
物
流
業
者
も
全
て
含
め
、
現

場
の
全
作
業
員
を
ド
ラ
イ
バ
ー
チ
ー
ム
、
構
内
チ
ー

ム
な
ど
、
業
務
に
準
じ
た
計
二
五
チ
ー
ム
に
編
成
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
最
初
の
一
年
間
は
三
ス
テ

ッ
プ
に
分
け
て
活
動
を
遂
行
し
た
。

第
一
ス
テ
ッ
プ
は
「
初
期
清
掃
」。
現
状
の
作
業

スナックフード・サービスの永島
悟社長
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プロパー社員を導入した98年春上昇するが、ミス率はほぼ順調に改善された
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方
法
（
仕
組
み
）
を
整
理
し
て
、
ミ
ス
の
原
因
を
洗

い
出
す
と
い
う
も
の
。
チ
ー
ム
ご
と
に
業
務
プ
ロ
セ

ス
を
整
理
し
、
ミ
ス
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
プ
ロ
セ

ス
を
明
確
に
し
た
。
第
二
ス
テ
ッ
プ
は
、「
発
生
源
・

困
難
箇
所
対
策
」。
ミ
ス
の
対
処
法
を
各
チ
ー
ム
で

議
論
し
た
。
そ
し
て
最
後
の
第
三
ス
テ
ッ
プ
で
、
対

処
法
を
「
自
主
保
全
仮
基
準
書
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

こ
う
し
て
ミ
ス
の
起
き
な
い
作
業
を
す
る
た
め
の
手

順
書
を
作
成
し
た
。

「
ゼ
ロ
イ
チ
活
動
」
の
チ
ー
ム
の
一
つ
で
、
荷
役

業
務
全
般
を
請
け
負
っ
て
い
る
総
勢
八
人
の
チ
ー
ム

「
検
討
中
で
す
」
で
は
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
し
た
商
品
を

パ
レ
ッ
ト
に
積
む
際
の
チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
の
改
善
を
テ

ー
マ
の
一
つ
に
掲
げ
た
。
個
人
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
だ

っ
た
チ
ェ
ッ
ク
方
法
を
ル
ー
ル
化
し
て
、
そ
れ
を
全

員
に
徹
底
す
る
こ
と
に
挑
ん
だ
。

ピ
ッ
キ
ン
グ
し
た
商
品
を
パ
レ
ッ
ト
に
乗
せ
る
時

に
は
一
ア
イ
テ
ム
ご
と
に
声
を
出
す
。
パ
レ
ッ
ト
に

乗
っ
た
現
物
を
見
て
数
量
、
品
名
に
間
違
い
が
な
い

か
を
確
認
す
る
時
に
は
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
リ
ス
ト
の
数

量
に
必
ず
赤
線
を
引
い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
―
―
そ
う

や
っ
て
細
か
な
作
業
の
一
つ
一
つ
を
見
直
し
て
い
っ

た
。
そ
の
結
果
、
同
チ
ー
ム
の
誤
納
率
は
活
動
開
始

時
の
〇
・
八
九
％
か
ら
、
一
年
後
に
は
〇
・
二
一
％

に
ま
で
改
善
さ
れ
た
。

チ
ー
ム
「
真
鮮
組
」
で
は
ミ
ス
の
原
因
を
徹
底
的

に
話
し
合
っ
た
。「
ピ
ッ
キ
ン
グ
リ
ス
ト
の
一
番
下

の
ア
イ
テ
ム
を
見
落
と
す
」、「
商
品
の
積
み
方
が
各

自
バ
ラ
バ
ラ
で
検
品
し
づ
ら
い
」、「
一
回
目
の
チ
ェ

ッ
ク
の
後
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
リ
ス
ト
に
直
接
ペ
ン
で
線

引
き
を
す
る
た
め
、
数
字
が
見
に
く
く

な
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ

れ
に
対
す
る
改
善
策
と
し
て
、
ピ
ッ
キ

ン
グ
リ
ス
ト
の
最
後
の
ア
イ
テ
ム
の
下

に
赤
線
を
入
れ
て
ア
イ
テ
ム
の
見
落
と

し
を
防
ぐ
こ
と
や
、
商
品
の
積
み
方
に

統
一
性
を
持
た
せ
て
検
品
し
や
す
い
よ

う
に
す
る
、
な
ど
の
対
処
法
が
実
践
さ

れ
た
。

各
チ
ー
ム
の
成
果
を
社
内
に
普
及
さ

せ
る
狙
い
も
あ
っ
て
、「
ゼ
ロ
イ
チ
活
動
」

開
始
か
ら
約
一
年
後
、
全
て
の
協
力
物

流
業
者
に
も
参
加
を
求
め
て
「
第
一
回

ゼ
ロ
イ
チ
全
員
大
会
」
を
開
催
し
た
。
成

績
優
秀
チ
ー
ム
六
チ
ー
ム
を
表
彰
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
成
果
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の

後
も
、
大
会
は
年
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
、
他
に
計
七
五
回
に
わ
た
る
小

規
模
な
チ
ー
ム
発
表
会
も
繰
り
返
し
た
。

社
長
を
は
じ
め
と
す
る
経
営
陣
が
直
接

現
場
へ
出
向
い
て
チ
ー
ム
ご
と
の
活
動
成
果
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
「
ト
ッ
プ
診
断
」
も
三
カ
月
に
一
回
の
ペ

ー
ス
で
二
年
間
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
地
道
な
活
動
が
功
を
奏
し
、
二
〇
〇
〇

年
十
二
月
に
は
、
ミ
ス
率
は
つ
い
に
念
願
の
〇
・

一
％
を
達
成
し
た
。
永
島
社
長
は
「
全
て
が
順
調
に

い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
仕
組
み
に
は
今
で
も
苦
労
し
て

い
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
活
動
で
成
果
を
上
げ
て
い

る
社
員
の
顔
付
き
が
変
わ
っ
た
の
も
確
か
。
精
悍
に

な
っ
て
き
た
」
と
活
動
の
成
果
を
実
感
し
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
九
月
に
Ｓ
Ｆ
Ｓ
は
調
査
機
関
に
依

頼
し
て
「
取
引
先
卸
店
の
満
足
度
調
査
」
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、「
カ
ル
ビ
ー
の
配
送
サ
ー
ビ
ス
に

関
し
て
は
、
全
体
の
九
割
近
く
が
満
足
し
て
い
る
と

回
答
。
満
足
度
は
非
常
に
高
い
。
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

高
い
メ
ー
カ
ー
名
を
あ
げ
て
も
ら
っ
て
も
、
ラ
ン
キ

ン
グ
の
一
位
に
カ
ル
ビ
ー
が
あ
が
っ
て
い
る
」
と
の

嬉
し
い
評
価
を
得
た
。
こ
の
調
査
は
カ
ル
ビ
ー
の
社

名
を
相
手
方
に
知
ら
せ
た
上
で
回
答
し
て
も
ら
っ
た

検品してから荷積みする
ドライバー

同じアイテムは同一面に
統一してミスを防ぐ
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も
の
な
の
で
、
必
ず
し
も
額
面
通
り
に
受
け
取
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
安
心
で
き
る
結
果
だ
っ
た
。

今
で
は
、「
顧
客
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
入
っ
て
も
、
本

当
に
こ
ち
ら
の
ミ
ス
な
の
だ
ろ
う
か
疑
問
を
持
つ
。
結

果
と
し
て
、
相
手
先
の
発
注
ミ
ス
だ
っ
た
こ
と
が
判

明
す
る
こ
と
も
あ
る
。
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
に
自
信
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
永
島
社
長
は
い
う
。

従
業
員
の
意
識
も
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
変
わ
っ

て
き
た
。「
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仕
事

の
内
容
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
数
字
で
結

果
を
出
さ
れ
る
た
め
、
ミ
ス
に
対
し
て
各
自
が
真
剣

に
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
っ
た
」、「
地
道
な
日
々
の

活
動
の
重
要
さ
を
知
っ
た
」、「
個
々
が
責
任
感
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
」、「
作
業
方
法
に
統
一
性
が
出
て

き
た
」、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
培
わ
れ
た
」
な
ど
の
声

が
あ
が
っ
て
い
る
。

今
回
の
河
西
賞
の
受
賞
者
の
一
人
、
植
木
氏
も

「
活
動
開
始
か
ら
半
年
間
は
、
ミ
ス
を
し
な
い
か
と

不
安
な
毎
日
だ
っ
た
。
そ
れ
が
今
は
、
周
り
も
ミ
ス

し
な
い
こ
と
が
当
た
り
前
と
い
う
雰
囲
気
。（
ミ
ス

ゼ
ロ
を
続
け
る
こ
と
に
）
意
地
に
な
っ
て
い
る
部
分

も
あ
る
が
、
良
い
意
味
で
の
仲
間
同
士
の
ラ
イ
バ
ル

意
識
も
芽
生
え
た
」
と
語
る
。

活
動
成
績
を
人
事
評
価
に
反
映

こ
う
し
て
「
ゼ
ロ
イ
チ
活
動
」
は
当
初
の
目
標
を

達
成
し
た
。
現
在
、
同
社
は
新
た
な
目
標
と
し
て
二

〇
〇
五
年
の
三
月
ま
で
に
ミ
ス
率
を
、
さ
ら
に
今
の

八
分
の
一
に
ま
で
減
ら
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
こ
で
最
大
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
改
善
に
対

す
る
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
だ
。

そ
の
た
め
に
二
〇
〇
〇
年
五
月
、
全
従
業
員
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。「
社
風

診
断
」
と
銘
打
ち
、
改
善
活
動
を
含
め
た
現
在
の
同

社
の
経
営
に
対
す
る
社
員
の
考
え
を
た
ず
ね
た
。「
社

員
評
価
の
基
準
が
不
明
瞭
だ
」、「
会
社
が
何
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
判
断
で
き
な
い
」、「（
改
善
活

動
の
）
成
果
が
評
価
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い

っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
Ｓ
Ｆ
Ｓ
は
二
〇
〇
二
年
四

月
か
ら
成
果
主
義
に
基
づ
く
新
た
な
人
事
制
度
を
導

入
す
る
。
作
業
者
一
人
ひ
と
り
の
努
力
や
実
績
を
個

人
の
評
価
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
狙
い
だ
。
新
制
度

の
骨
組
み
作
り
に
も
「
全
員
参
加
」
を
と
り
入
れ
た
。

新
制
度
導
入
に
先
駆
け
て
二
〇
〇
〇
年
八
月
か
ら
約

四
カ
月
間
か
け
て
全
社
員
が
自
由
に
参
加
で
き
る

「
オ
ー
プ
ン
研
修
」
を
六
回
に
わ
た
っ
て
開
催
。
年

功
・
能
力
・
業
績
・
成
果
主
義
と
人
事
制
度
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

続
い
て
、
オ
ー
プ
ン
研
修
全
日
程
を
受
講
し
た
者

の
中
か
ら
、
会
社
が
白
羽
の
矢
を
立
て
た
人
材
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
結
成
。
資
格
等
級
フ

レ
ー
ム
の
作
成
や
昇
格
条
件
、
態
度
評
価
の
検
討
、

賞
与
の
分
配
方
法
な
ど
を
議
論
し
、
新
制
度
の
枠
組

み
を
決
定
し
た
。
新
制
度
で
は
年
に
二
回
、
ド
ラ
イ

バ
ー
チ
ー
ム
や
構
内
荷
役
チ
ー
ム
な
ど
の
各
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
が
、
チ
ー
ム
内
の
作
業
員
一
人
ひ
と
り
に

つ
い
て
評
価
を
行
う
。
職
務
態
度
や
職
能
評
価
の
他

に
も
、
各
社
員
が
自
ら
設
定
す
る
個
人
目
標
の
達
成

度
な
ど
が
評
価
の
基
準
と
な
る
。
こ
う
し
た
評
価
を

ま
と
め
、
資
格
取
得
な
ど
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
材
料
を

考
慮
し
て
、
次
年
度
の
昇
格
人
事
が
決
ま
る
。

最
終
段
階
で
は
、
各
部
署
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
お

よ
び
準
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
、
運
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
修
会
を
開
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
新
人
事
制
度
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
部
下
管
理
に
自
信
を
も
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
評
価
者
訓
練
を
行
っ
た
。

こ
の
研
修
を
昨
年
末
に
終
え
、
今
年
二
月
か
ら
役
員

に
よ
る
個
人
面
談
を
行
う
。

そ
の
後
、
四
月
に
ま
ず
総
勢
五
八
人
い
る
プ
ロ
パ

ー
社
員
を
対
象
に
新
制
度
が
適
用
さ
れ
、
夏
の
賞
与

ま
で
に
カ
ル
ビ
ー
か
ら
の
出
向
者
を
除
き
、
パ
ー
ト

を
含
め
た
全
従
業
員
に
適
用
す
る
予
定
だ
。

「
頑
張
れ
ば
頑
張
る
だ
け
評
価
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
で
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
新
制
度
の
責
任
者
で
あ
る
孝
橋
茂
則
取
締
役
は
考

え
て
い
る
。
一
方
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
だ
っ
た
植
木
氏
は
、「
自
分
た
ち
で
シ
ス
テ

ム
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
不
安
は
あ
っ
た
。
ま
た
、

多
く
の
従
業
員
が
個
人
面
談
に
と
ま
ど
っ
て
い
る
」

と
漏
ら
す
。
顧
客
に
頭
を
下
げ
ず
に
す
む
物
流
会
社

へ
の
道
の
り
は
ま
だ
途
上
に
あ
る
。

（
夏
川
朋
子
）

スナックフード・サービスの孝橋
茂則取締役


